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はじめに

計画相談については、令和4年3月現在49名の利用者が登録をしている。また、児童の利用者は、　　

24名計画相談しており、　合計73名の計画相談対象者となる。

昨年、グループホームの業態変更に伴い、５名が他事業所へ移行した事などもあり成人の利用者が

減少していた。その後新規で２名が利用している。更なる新規利用者を呼び込む事が出来るよう

対応している。弟子屈で対応できないケースの場合には、他市町村の事業者と連携し新たな

土地で再出発できる様支援している。児童については大きな減少なく推移している。

現在第一相談員として吹田相談支援専門員、第2相談支援専門員として吹田美佳１名

の相談支援専門員を配置し業務を行っている。

主な活動

①一般相談

＊弟子屈町からの委託事業で保健師や事業所等関係者と連携を図り利用者の相談支援に努めた。

＊利用者・家族等からの相談に応じた。

②計画相談

＊サービス利用計画の作成・モニタリングを実施した。

＊サービス担当者会議を開いて関係者の意見を聞いたり調整を行った。

＊関係機関等への連絡調整を図った。

③自立支援協議会の事務

＊保健師と相談支援事業所を構成メンバーとする相談支援部会で活動した。

④地域資源の改善・開発

＊介護サービスとの連携を図った。

＊福祉サービスにつながるまでの間、地活を利用するなど社会資源を活用した。

令和3年度特定計画相談支援モニタリング履歴

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計

計画作成 1 1 5 2 2 2 2 3 2 2 1 25 48

継続 17 17 40 18 19 40 17 16 40 15 15 22 276

計 18 18 45 20 21 42 19 19 42 17 16 47 324
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相談支援事業所「はしわたし」令和3年度事業報告



(所感として)
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放課後等デイサービスの利用として標茶迄通所している児童も4名と増えてきており、放課後等デイサービスの需要が

利用者様が自己実現できる様、てつなぎに来て良かったと思えるよう各事業所と協力して対応して行きたい。

令和3年の状況としては計画相談は令和2年と比べ計画作成マイナス15件、モニタリングはプラス2件であった。

グループホームの業態変更に伴い他事業所への移行が5件、その他釧路への移転者も1件あり、全体の減少に繋がっている。

救護施設から退所を促された困難事例の行き先や、グループホームから退去を促された困難事例の方の行き先など

児童に関しては、発達支援センターの利用が小学6年生までのため中学入学後は疎遠となってしまう。

他市町村とのつながりははしわたしの重要な資産となるため大切にネットワークを作って行きたい。

グループホームの業態変更に伴い、夜勤のないグループホームとなったが、法人全体が今後10年～20年安定して運営

新規利用者が2名B型事業所に繋がっている。

他市町村の事業所と連携し対応している。

高まっている。

して行くために、新規の利用者を増やし、安定して長く居住し通所出来、地域での落ち着いた生活が楽しめるよう、



      管理者   奥村真由美
(生活支援員） 鑓野目未香子

振返り…
過ごさせて頂く喜びと、支援をさせて頂く責任を更に重く受け止め、利用者様
の思いを尊重し、その思いに寄り添いながら日常生活や社会生活に関わる話を
聞き、心が落ち着く場所となる。

『ここが楽しい・今日は何をしよう・何を話そう・何を作ろう』という気持ちと
『上手に出来た』達成感と『失敗したけど次は頑張ろう』と思える向上心が
持てる、提案と環境作りをしてきました。
そして、それが利用者様に伝わった1年であったと振り返ります。
今後も更により良い、その方に合った方法を考え、提案しながら進めて行
きます。

1.基本理念
① 通所される利用者様の得意を見つけ、更に伸ばして頂く。
自分に自信を持ち、やりがいを感じながら継続していく。

② 自分の作品及び作業に対し、想像力と発想力を養い又、他者との協力に
より完成を目指し、お互いに対する思いやりや感謝する気持ちを大切
にする。

③ 自分の将来を見据えた努力や相談が出来る場所である。
④ やってみたい事・知りたい事が、出来る又は、わかる場所。
⑤ 社会との繋がりを実感する。

◎利用者様と職員が意見を交わし、相談し考えて共に成長出来たと感じている。

2.創作・生産活動援助目標
（１）作業に楽しく取り組む環境作りを行う。
（２）利用者様同士又は、支援員とも協力して創作を進め協調性を養う。
（３）情緒の安定、心配事や悩み等の相談に対し速やかに対応し
   自己決定を促す。
（４）利用者様の心情や体調に配慮する。

◎商品作りを行っている方々の作品作りに対する取り組み方が、以前よりも
工夫や創造力が加わり逞しいと感じるほどの成長があった。

◎手を動かし、考える力を養うために通所する方々は,繰り返し作業する事で
 内容を理解し、次にはその応用で作業に変化をつけ自信に繋げていった。
◎外に出ることの楽しさを色々な角度から経験して頂き、自然に受け入れて
 行ける道筋が出来た。

３.事業内容
弟子屈町障害者等地域活動支援センター事業委託業務
委託費 (消費税込み）

〇創作活動・生産活動の機会の提供
〇作品作り、生産作業の中から互いに認め合い、協力し合い商品化して販売し
 社会との交流を実感する。
〇レクレーション活動
〇楽しいと思える居場所作り
〇送迎及び買い物支援
〇困りごと・悩みごとの聞き取りと自己解決

弟子屈町障害者等地域活動支援センター事業

令和3年度「ジャンプ」事業報告

通所する利用者様に、この場所が必要とされていることを実感する毎日を
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3,762,000円/年



  ４．年間事業実績

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 在 2月 在 3月 合計
身体 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 宅 0 宅 0 0
知的 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 ワ 1 ワ 2 20
精神 3 3 4 5 5 5 6 5 3 3 Ⅰ 3 Ⅰ 3 56
ひきこもり・不登校 1 1 1 1 1 2 0 2 2 2 ク 2 ク 2 17
発達障害 1 1 1 0 0 0 2 1 1 1 期 1 期 1 10
その他 3 3 3 3 3 2 0 2 2 2 間 2 間 2 27
合 計 10 10 11 11 11 11 2 11 9 9 9 9 9 10 132
開設日数 21 18 22 20 20 20 21 20 20 9 6 13 3 21 234
のべ開設時間 168 144 176 160 160 160 168 160 160 72 48 104 3 168 1851
延べ利用人数 79 68 89 88 75 70 83 82 78 32 48 34 27 69 922

1日平均利用人数 3.76 3.77 4.05 4.40 3.75 3.50 3.95 4.10 3.90 3.55 8.00 2.62 9.00 3.29 61.6

5．個別支援計画

アセスメント（目標・課題・やりたい事）
本人の目標と課題・得意なことや、やってみたい事など、面談（会話）の
中から見つけ、引き出し方を考え支援した。。

モニタリング（評価）
計画通りに進めることが出来たか又、次に目指す目標は何かを確認した。

      6．年間活動報告
1） 羊毛フェルトによるシマエナガや小動物をモチーフにした商品作り。

ワイヤーやスポンジを使ったアレンジ商品作り。
納品先は、道の駅・ぴゅあめいど（MOO）・美容室等

◇ 創作活動・生産活動を中心に作品制作から商品化のレベルアップができ、
利用者様自らの発想力・創造力・工夫が目覚ましく、より良い商品をと
意欲が感じられた。

2） センター内や玄関等に飾る季節に応じた飾る作品作り。
◇ ご高齢の方が季節の移り変わりを確認しながら取り組み会話を楽しみな

がら、元気に笑顔で過ごして頂いた。

3） 毎回新しいゲームを提案し、各パーツを自分たちで作る事から始めて、
苦手と得意を見つけ出し、達成感と楽しさを感じる時間を過ごす。

◇ ひきこもり児童・生徒が外に出て、人と接し会話を楽しむことやゲームに
興味を持ち、通所の回数を増やすことが出来た。

◇ おひとりお一人の様々な機能の回復や維持のために何が必要かを考え、
取り組むことが出来た。

※令和3年4月～令和4年3月までの主な売上
道の駅 
ぴゅあめいど

計

反省点として
△ 商品化に力が入り過ぎ、利用者様の気持ちを蔑ろにして進めていたの

ではないか。
△ 気持ちの聞き取りがしっかり出来たか。
△ 事前準備の打合せがしっかり出来ていたか。 など。

しっかり振返りをして、心のこもった、利用者様が有意義に過ごして
充実感・達成感が得られる通所となるように、支援をさせて頂く。

¥170,920

¥373,670

¥105,265
パイングレース ¥69,590
その他 ¥27,895
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令和 3 年度 就労継続支援事業所 B 型 事業報告書 

すまいる B 

１．基本理念 
 ノーマライゼーションの理念に基づき、利用者の方が地域社会から隔離されること

のない「完全参加と平等」を目標に掲げ、障がい者ひとりひとりの人生の質（クオリ

ティ・オブ・ライフ）の向上と自己実現を目指し、地域の中で自分らしく幸福感や生

きがいをもって自立した生活が送れるよう支援していく。 
 

２．事業運営方針 
就労継続支援 B 型事業所は、利用者が自立した日常生活または社会生活を営むこと

ができるよう、利用者に対して就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動

の機会の提供を通じて、知識及び能力の向上のために必要な訓練その他の便宜を適切

かつ効果的に行うものとする。 
事業の実施に当たっては、関係市町村、他の障害福祉サービス事業者、その他の保健

医療サービス機関、利用者を取り巻く社会資源との連携を図り、総合的な福祉サービス

の提供に努める。 
 
３．支援方針 

（１）居場所支援 
 生活の場以外に地域の中で心のよりどころ・生きがいを持てるような居場所（サー

ビス事業所）としての役割を目指した支援。 
 
（２）生きがいづくり 
 就労や、その他の活動を通して生きがいを持って自己実現できるような支援を行

う。 
 
（３）自己決定・自己選択・自己責任 
 

安易な保護・管理をせず、利用者の方が自分自身の人生の責任主体となり、自己決

定・自己選択を行い、自分の人生を形成し、自立した生活が送れるよう支援する。 
 

４．事業所名および所在地 
 
（１）事業所名：就労継続支援事業所（B 型）すまいる B 
（２）所在地：〒088－3202 北海道川上郡弟子屈町鈴蘭６丁目１番５号 
（３）電話：015－486－7280（ｆａｘ同左） 
 

５．施設の規模・構造 
区分 建物構造等 
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構造 木造亜鉛メッキ鋼板葦２階建 
階数 ２階 
床面積 134.47 ㎡ 
延べ面積 205.24 ㎡ 
建築年月日 1990 年 12 月 

 
６．職員の配置 

職種 勤務形態 常勤換算数 
管理者 常勤兼務 0.6 
副管理者 常勤兼務 1 
サービス管理責任者 常勤専従 1 
生活支援員 常勤兼務 1.6 
職業支援員 常勤専従 1 
調理員 常勤専従 0.1 
生活支援等基準上の必要配置数（前年度に利用実績数÷7.5） 1.9 

生活支援等基準上の実績数 2 
職員合計 3.6 

※ 同事業所で兼務の場合は１とする 
 

７．定員・入退所・前年度の利用実績 
（１）利用定員 20 名 
（２）利用者数 19 名 
（３）入所・退所 入所 ２名 / 退所 ４名 
（４）年間月別利用実績 

（単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

定員（人） 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20
開所日数 22 20 22 22 20 20 21 21 21 16 18 22 248
利用者実人数 17 17 18 19 19 19 19 16 15 15 15 15 209
延べ人数 283 259 335 348 324 323 325 264 272 200 217 286 3436
1日平均利用者数 12.9 13 15.2 15.8 16.2 16.2 15.5 12.6 13 12.5 12.1 13 13.9

区分
令和3年 令和4年

 
 
８．障害の状況 
（１）利用者の障害程度（重複する場合はどちらか重度の方） 

障害種別 等級・判定 人数（人） 合計（人） 
身体障害 1 級 2 2 
知的障害 A 判定 3     9 

B 判定 6 
精神障害 1 級 2  
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2 級 4 8 
 3 級 2 

合計 19 
 
（２）うち重複障害  

9 名 
 
（３）利用者の男女別 
 男性 11 名（平均年齢 50.9 歳） 女性 8 名（平均年齢 53.3 歳） 
 
９．工賃  

時給 100 円 月末現金支給 
 令和３年度平均利用工賃月額   7,652 円 
 
１０．生産活動 
（１）作業支援目標 

生産活動の機会の提供にあたっては、利用者の障害特性、利用者の個性、体調、能

力、希望に配慮し、精神的、身体的に過重な負担とならないよう作業支援を行う。就

労意欲を引き出し、楽しい雰囲気で安定して作業に取り組むことができる様、見守

り、声掛け、助言、相談等支援を実施した。 
 

（２）生産事業実績 
法人内他事業所からの仕事の紹介や、相談事業所を通じて猫のお世話や掃除の仕事

の依頼などが入るようになった。 
 

（３）作業種・内容・売上・原価・従事利用者数 
作業種目 作業内容 全体の売り

上げの割合 
原価率 従事利

用者数 
便利屋 草刈り、掃除、犬の散歩等 52％ 9％ 2.5 
弟子屈ラーメン 仕入れ、運搬、店頭陳列 43％ 72％ 1 
ペットフード 犬猫のクラッカー製造販売 4％ 14％ 3 
野菜・花 野菜・花の製造販売 1％ 16％ 2.5 
内職 長谷製菓内職 1％ 1％ 3.5 
紙すき 牛乳パックの再生紙作り 1％ 1％ 3.5 

 
１１．健康の維持・増進・感染症予防対策 
  生産活動・その他の活動におけるけがの予防や、体力づくり、成人病予防等のため、

朝の朝礼後や午後の時間に、ラジオ体操・健康体操などの活動を行う。また、年間行事

の中で弟子屈町役場健康推進課に協力をいただき、健康推進事業として栄養指導を実

施。 
  昨年に引き続き、新型コロナ感染予防対策として、毎日、施設内設備全体の消毒及び

車両の消毒、手指消毒用備品の設置と消毒の声掛け、掲示物、飛沫感染予防用パーテー

ションの設置、振興局等からの感染状況及び感染予防対策等の通知を利用者・職員に情
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報共有を行い、感染予防対策を行った。まん延防止発令期間中は感染予防のため、在宅

ワーク及び利用時間の短縮、人数制限を行うためグループ分け通所と在宅の組み合わせ

など実施。 
期間 内容 

R3 ５/24～6/20 グループ分け通所・在宅ワーク 
9/1～9/30 グループ分け通所・在宅ワーク 

R4 1/21～2/20 全員在宅ワーク 
2/20～3/4 時間短縮通所 
3/7～3/18 グループ分け通所・在宅ワーク 

 
１２．レクリエーション活動 
  就労意欲の向上、体力づくり、他者との親睦の機会を通じ、QOL の向上を図る取り組

みとして、様々なレクリエーション活動を通じて心身のリフレッシュ、生きがいを見つ

けるなど生活の満足感を高めることを目的とした活動を行っている。 
 ＜活動内容＞ 
・DVD 鑑賞・カラオケ等（週 1 回） 
  コミュニケーションが苦手な方でも他者との交流を図ることができ、気晴らしや楽し

みを見つける。 
・ドライブ（お花見ドライブ１回、中標津買い物ドライブ 1 回） 
  今年度は新型コロナウィルス感染拡大のため、例年より回数が減っている。外出時は

マスクの着用、手指の消毒等、感染予防対策を行いながら実施している。普段いる空間

から離れ、外出することで景色をみたり、歩いたりしながら季節感を感じたり、地域の

方や他者との交流の機会を持つなど心身をリフレッシュする。 
・休憩 
  疲労回復や、体調不良時に一時的に休養を取る事で、心身の健康の維持・回復を図

り、元気に作業やその他の活動に参加できるよう配慮している。 
・図書館読書活動（図書館月 1 回） 
  教養娯楽活動によって楽しみや視野を広げる。 
 
１３．各関係機関との連携活動 
  弟子屈町保健福祉課健康推進係、ボランティア団体、社会福祉協議会との連携活動と

して、がんばるーん体操、健康指導、その他健康生活にかかわる講習会など実施。 
 

健康推進行事 
実施日 7 月 16 日 11 月 19 日 12 月 17 日 3 月 18 日 
場所 すまいる B すまいる B すまいる B すまいる B 
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内容 熱中症予防講演

会 
生活習慣につい

て 
がんばるーん体

操 
脳トレ摩周 
（中止） 

協力機

関 
弟子屈町役場保

健福祉係 
池田保健師 
渡辺保健師 

弟子屈町役場保

健福祉係 
池田保健師 
岡田保健師 

社会福祉協議会 

バルーンが摩周 

ボランティア渡

辺様、山口様、

粥川様 

 

社会福祉協議会 

参加人

数 
17 名 14 名 18 名 名 

 
１４．季節感を取り入れた行事活動 
  節分豆まき、焼肉、忘年会、新年会 
 
１５．利用者ミーティング 
  毎週金曜日に利用者ミーティングを行い、料理やおやつのメニュー、ドライブの行先

等をみんなで決めたり、すごろくを使ってコミュニケーションが苦手な方でもゲーム感

覚で自分のことを話できる機会を作っている。 
利用者ミーティングは、お互いの親睦を図り、同じ悩みなどを共有・共感し合い、励

まし合ったり、自分の良さや課題への気づきを促し、自分の課題の解決する力を引き出

すことなどを目的として行っている。 
 

１６.心身の状況等の把握 
  来所時に、血圧測定や、聞き取り、表情の観察、服薬支援、受診状況など健康状態の

把握のほか、利用者の生活環境の把握を行う。 
 
１７．個別支援計画等の作成 
  個別支援計画のモニタリング・評価・アセスメントを半年毎（４月・１０月ごろ）、

または状況の変化に応じて、利用者との面接、個別支援計画検討会議、関係機関との連

携を行い、個別支援計画の作成・個別支援内容の説明・文書の交付を行う。 
 
１８．非常災害対策等の実施 
（１） 地震災害想定消防避難訓練の実施（2 回） 

8 月 27 日（17 名参加）、10 月 15 日（19 名参加） 
（２） 消防立入検査・結果報告 

8 月 11 日消防署による消防用設備点検実施。事務室のカーテンが防炎でなかったた
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め、8 月 31 日に取り換え、消防に届け出を行った。 
（３） 法定設備点検  

   8 月 10 日 消防用設備点検実施。異常なし。2021 年末に 10 年経過する消火器に

ついては 9 月 10 日取り換え交換済み。 
  ④ 防災計画の策定 
   地震・火災・風水害等の自然災害に対する防災対策及び災害時において必要な基本

事項を定めた防災計画の策定、及び防災研修を実施。 
    
１９．令和 2 年度すまいるＢ年間職員研修計画・実施報告書 
■年間研修計画 

 ① 虐待防止研修   
 ② 防災教育研修 
 ③ 障害特性について 
 ④ SST 研修 
 ⑤ 防犯研修会 
 ⑤ その他必要に応じて実施する 
 

■研修実績 
日時 内容 場所 参加者 

10 月 6 日 サービス管理責任者更

新研修 
 1 名 

11 月 29 日 
16：30～17：00 

虐待防止・成年後見制

度研修（資料を基に研

修を実施） 

すまいる B すまいる B 全職

員 

1 月 21 日 
13：00～17：00 

・感染予防対策研修 
・防災研修 
・障害特性について研

修 

すまいる B すまいる B 全職

員 

2 月 8 日～2 月

17 日 
サービス管理責任者研

修（相談） 
オンライン研修 1 名 

2 月 16 日 
13：00～14：00 

ハラスメント研修 すまいる B すまいる B 全職

員 

 
２０．各種会議 

会議名 会議日時 内容 
業務ミーティング 随時 職員の休憩時間の取り方等 
作業ミーティング 随時 農産物の種類、苗について、手芸品の内
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容について等 
職員メンタルヘル

スミーティング 
令和 4 年 2 月 16 日 ストレスに感じる事やストレスへの考え

方、解消法について 

 
２１．年間行事 

R3 内容 
5/14 お花見ドライブ（弟子屈町内） 
7/16 健康推進行事（熱中症予防） 
8/24 焼肉定食 
8/27 消防訓練 
9/28～9/29 弟子屈町総合検診 ４名参加 
10/15 消防訓練 
10/22 中標津ショッピング 
11/19 健康推進行事（生活習慣予防） 
12/17 がんばるーん体操 
12/21 お楽しみ会 
R4  
1/11 新年会 
2/3 豆まき 
3 健康推進行事（脳トレ摩周）中止 

 
２２．日課 
 

10：00～10：30 来所、健康状態の確認、朝礼 
10：30～10：35 ラジオ体操 
10：35～11：00 作業・各自の体調に合わせて休憩・水分補給。火曜日は料理 
11：00～11：15 休憩・水分補給 
11：15～11：45 作業・各自の体調に合わせて休憩・水分補給。火曜日は料理 
11：45～12：00 片づけ・掃除・昼食買い出し 
12：00～13：00 昼食・服薬・休憩 
13：00～13：30 健康体操 
13：30～14：00 作業 
14：00～15：00 作業又はペン字 
15：00～15：15 掃除・ハンコ押し・休憩 
15：20～ 送迎 
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２３．今年度の総評 

訓練等給付費の対前年増減比は、令和 3 年 10 月に 4 名の利用者が退所（グループホーム

の業態変更の為）し、11 月からの訓練等給付費の収入が 1 カ月当たり約 40 万平均の減収

があったものの、在宅ワークの取り組みを行ったことで、通所できない利用者の取り込みが

出来、対前年の増減率は 117％となったものの、利用者の高齢化に伴う通院、入院が増える

傾向にあり、利用率は今後減少していくものと思われる。 
生産事業は、新型コロナの影響を受け、販売事業の減収があったものの、グループホーム

の掃除や草刈りなどの便利屋事業の伸びが救いとなり、増減率は対前年 134％と売り上げが

伸びている。利益率の高い便利屋事業は、体力的、年齢的に従事できる利用者の方が限られ

ている。 
利用者の方の状況と支援については、利用者の方の個性・こだわり・障害特性が時にはト

ラブルに、時には和ませる存在として尊重されたりする。また、特徴的なのは、いじめや虐

待を受けたことがある人が、いじめや、差別をすることが少なからずある。お互いの個性を

理解し、尊重し合える関係づくりを行うことが、支援者としてかなり技術を要する所である。

自己や他者を尊重する上で、社会人としてのマナー、ルールを守ることを前提とし、感情の

コントロールの調整、他者とのコミュニケーションのスキルの習得が出来るよう支援を行

っている。 
職員の労働環境の改善として、きちんとメリハリをもって休憩できる環境を整えるよう

見直しを行った。また、職員のメンタルヘルス対策については前年に比べ、便利屋などの業

務や新型コロナ感染拡大に伴う在宅ワークなどで個別支援会議などの業務が増えた事など

で、機会を作ることが減少している。職員自身の健康管理やメンタルヘルスだけでなく、家

族の看病や介護なども増えてきており、やりがいを持って働き、家庭での役割や個人の自己

啓発や余暇活動なども充実し、豊かな生活が送れるような取り組み（ワークライフバランス）

が必要である。 

 

以上 
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3年度を振り返って
コロナウイルスの影響で仕事が減ると思われたが、仕事の依頼が倍増しました。
利用者さんが在宅ワーク中は職員が作業を行っています。
大口の依頼が多く、予定を組みなおす作業が多く作業依頼も数件断わる事も
ありました。

利用者さんの工賃アップをしたことによって、利用者さんに変化が見られ
職員が指示をしなくても、利用者さんから進んで行えています。
利用者さんのスキルアップに繋げていきたいと思います。

職員・利用者様の衛生面管理
 コロナ禍の相乗効果として「手洗い」「消毒」「換気」を小まめに行う事で
 利用者さんの「健康管理」がされることとなりました。また、日々の「検温」が
 きちんとしたバロメーターにもなり、それと共に利用者様が無理をしなく
 なり、結果的に長期休みをとる利用者様が少なかったです。

利用者同士のコミュニケーションがうまくとれている事。
 「適材適所」を目指した取り組みを行う事で利用者同士の理解が深まり
 トラブルが減り、コミュニケーション向上に繋がっています。

 

令和3年度 てつなぎ工房 便利屋 事業報告

利用者 … ８名   担当職員２名

4 - 1



3年度を振り返って
職員が減少していたが、何とか新職員も入り、職員3名でシフトを組み、効率の良い
方向に進んでいます。

作業分担が各利用者さんにきちんと振り分けられた事が大きな成果となっていました
。利用者さん同士助け合いながら、作業を行っている様子も見受けられます。

 品評会の開催中止
新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、中止になってしまいました。

目標と課題
 劣化するハウス
ハウスを購入する予定をしていましたが、ボイラーが調子が悪く、令和4年度に購入
を考えています。

 職員の定年
職員の定年を考えていましたが、まだ職員が足りていないので、今のまま継続して
働いていただく予定です。令和4年度新職員が入る予定です。

今後も椎茸事業を継続していくことと、売上を上げることが目標です。

令和3年度 てつなぎ工房 椎茸課 事業報告

利用者 … ７名   担当職員1名 補助2名
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 販売実績（道の駅）

み
そ

(

大

)

み
そ

(

小

)

し
ょ

う
ゆ

(

大

)

し
ょ

う
ゆ

(

小

)

佃
煮

ほ
た
て

佃
煮

数
の
子

佃
煮

た
ら
こ

佃
煮
甘
口

佃
煮
椎
茸

佃
煮
し
そ

４月 1 12 1 10 15 8 7 7 4
５月 13 13 4 4 4 3 2 5 2
６月 4 5 3 2 8 7 11 4 12 2
７月 4 11 3 9 22 19 17 13 16 17
８月 10 16 5 8 20 19 26 12 8
９月 13 19 5 12 18 17 20 10 9

１０月 27 45 5 24 40 26 19 17 30 23
１１月 16 21 5 8 21 12 13 10 10 5
１２月 7 9 2 7 3 7 2 8 3
１月 13 9 2 16 5 10 1 7 2
２月 4 13 2 3 15 5 8 3 5 5
３月 9 21 4 8 16 13 11 2 7 5

合 計 121 194 38 97 181 144 152 86 104 83

 販売実績（ぴゅあめいど）

ウッドビーズのブレスレットやビーズのストラップ、手すきはがきなども販売している。

２月 1 1
３月 2 1 1

合 計 18 11 6 5

１２月 2 1 1
１月 1

１０月 1 1
１１月 1 2 1

８月 2
９月 4 2

3 1 1

７月 1 1
６月 3 2
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令和3年度 てつなぎ工房 内職課 事業報告

折り鶴のイヤリングやウッドビーズのブレスレット、手すきはがきなども販売している。

みそ（大） みそ（小） しょうゆ（大） しょうゆ(小）

５月 1 2
４月



 販売実績（摩周湖レストハウス）
折
り
鶴
イ

ヤ
リ
ン
グ

佃
煮

た
ら
こ

佃
煮
甘
口

佃
煮
椎
茸

佃
煮
し
そ

４月 2 2 5 4
５月 1 1
６月 2 2 1 1 1
７月 2 1 1 2
８月 1 4 1 6 5

合 計 8 10 8 13 6

 販売実績（のんき屋）

み
そ
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)
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煮
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佃
煮
甘
口

佃
煮
椎
茸

佃
煮
し
そ

４月 1 3
５月 1 2 2
６月 2 1 4 3 3 4
７月
８月 1 1

合 計 1 2 1 2 4 5 9 4

 今年度を振り返って

 改善点、今後の課題

休憩時間に好きな事ができるよう声かけや支援を行い、退屈な時間がないようにする。
作業内容でわからない事は視覚支援を行う。

の作業が止まってしまう。他の人と話している職員に何度も話しかけることがある。

駐車証の料金がかかることと、担当の職員が退職になったことから８月で販売終了。

のんき屋、とうふ屋も担当の職員が退職になったことから８月で販売終了。

利用者様の退所により、内職の利用者様は２名に減少。
職員の退職後、新しい職員が入ったり、別の課の職員が応援に入っていたため計画通り
には進められなかったが、初めての作業に挑戦してみたことで、利用者様はできる事が
増えて自信につながり、作業を変えてみたり、明るくなって笑顔や会話も増えている。
道の駅は新型コロナウイルスの影響で時短営業になった時期もあるが、担当の職員が
変わってから毎週在庫確認、納品を行い、欠品のない状態にすることで昨年度よりも売
上が伸びている。

 問題点

時計が読めない利用者様が休憩をするのが難しく、休憩中も作業を続けてしまい、午後
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 販売実績（道の駅）

粉石けん 固形石けん(大) 固形石けん(小) プリン石けん

４月 12 5 1
５月 7 7
６月 8 12 4
７月 1 2 2 4
８月 6 1
９月 8 10 4

１０月 3 8 1
１１月 6 9 2
１２月 5 11 3
１月 2 8
２月 5 6 4
３月 1 3

合 計 1 59 84 27

 販売実績（ぴゅあめいど）

粉石けん 固形石けん(大) 固形石けん(小) プリン石けん

４月 7 4 5 4
５月 2 4 19 2
６月 3 1 9 11
７月 3 7 19 2
８月 4 5 1
９月 6 21

１０月 3 39 2
１１月 2 17 1
１２月 8 5 5
１月 8 5
２月 4 3 2 2
３月 2 12 3

合 計 36 39 152 35

令和3年度 てつなぎ工房 石けん課 事業報告
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 販売実績（その他）

粉石けん 固形石けん(大) 固形石けん(小) プリン石けん

のんき屋 2 16 15 3 （4月から8月）
とうふ屋 1 2 （7月から8月）

個人 5 61 20 30
摩周湖レストハウス 2 6 6 （4月から8月）

フクハラ 15 45
Ａコープ 19 40 40 38
合 計 43 169 61 73

 今年度を振り返って

 問題点

・利用者が１名なので、在宅ワークが続くと作業が遅れ、欠品する。

 改善点、今後の課題

からの注文が続いた。
フクハラからは、固形石けん（大）のみ納品してほしい、粉石けんはお客様からの

・大量の注文がきた時に直ぐに対応できない。（便利屋職員が製造するので）

安定した生産をめざし、常に在庫を確保できるように職員がスケジュール

注文が入った時だけ納品してほしいと連絡があった。

4 - 6

職員の退職により、担当の職員が変更になり、のんき屋、とうふ屋、摩周湖レスト
ハウスは８月販売終了となった。石けんの製造が一時休止になり、在庫が少なくな
ると、いつになってもいいからどうしても作ってほしいというリピーターのお客様

また、道の駅は毎週在庫管理を行い、納品をしていく。
管理する。



月 稼働日
4月 22日

５月 23日

６月 22日

７月 23日

８月 23日

９月 22日

１０月 23日

１１月 22日

１２月 23日

１月 23日

２月 20日

３月 23日

月 稼働日
4月 22日

５月 23日
６月 22日
７月 23日
８月 23日
９月 22日

１０月 23日
１１月 22日
１２月 23日

１月 23日
２月 20日
３月 23日

椎茸 利用率

95%
90%
98%

てつなぎ工房 利用率表

内職 利用率 石けん 利用率

80% 91%
67% 83%

便利屋 利用率

88%
86%
92%
82%
76%
77%
82%

92%

80%

67% 86%
65%

79%

96%
96%
93%
90%

52% 85%

86% 100%
75% 87%
83% 83%

96%
44% 91%
81% 91%
48% 61%

90%

80% 80%

62%

96%
69%
81%

94%
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81%
86%

76% 91%

工房全体稼働率
88%
81%

83%
82%
85%
77%
85%

94%
83%



１：運営状況 ＊給付対象事業
指定共同生活援助事業

指定短期入所事業（てつなぎ荘にて実施） 定員1名
稼働率　2０％

＊給付対象外事業
：生活困窮者一時預かり事業　
　事前予約にて随時対応
：生活困窮者（有料ショートステイ）事業
　支給決定外の方を対象に運営
　事前予約にて随時対応
　利用料：1日2000円＋3食900円

２：サービス体制 ＊住居毎の職員配置数及び業務内容

てつなぎ抱夢　世話人兼務　（てつなぎ荘配置職員により管理）

ほんわかホーム　世話人　1名　生活支援員　5名（5交代勤務）
：日勤（8時45分～17時30分、生活支援全般）
：早出（6時30分～15時15分、生活支援、受診対応など）
：遅出（1０時15分～19時、生活支援全般）

＊食事提供体制　（平日の夕食）・土日＝各自買い物送迎等対応
調理員　2名　交代制にて対応・不在時は当日担当職員にて対応

３：共通業務 ：個別支援計画策定
：生活支援全般（相談対応、助言、残存機能活用援助など）
：施設維持管理
：各種申請（各種手続き代行）
：記録整備管理事務全般
：館内清掃（共有部及び建物外周）
：朝食提供及び土日の朝昼夕食提供
：休日の対応
：利用者の余暇支援（外出行事など）
：利用者の受診・買物支援
：各町内会の行事に参加
：消防訓練、避難訓練

5 - 1

全4施設定員20名　19名利用（令和3年3月現在）

（定員1名　随時対応）

てつなぎ荘　世話人（ほんわか兼務）　３名

ＧＨてつなぎ荘事業　令和3年度事業報告書

てつなぎ荘　定員7名　　満室　（令和3年3月末日）

ほんわかホーム　定員6名　1室空室（令和3年3月末日）　

てつなぎ抱夢　定員5名　満室（令和3年3月末日）

泉ほーむ　定員２名　　満室（令和3年3月末日）

 令和4年５月9日　作成者　村上陸明
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＊新型肺炎に係る影響について

昨年度より全世界で流行中の新型肺炎は、今年度も引き続き流行が続いています。

てつなぎ荘として、入居者の生命を守るために、不要な面会や外泊のお断りをしています。

＊てつなぎ荘への見守りカメラの設置

てつなぎ荘の宿直体制廃止に伴い、共有スペースであるリビングに見守りカメラを設置しました。

ほんわかホーム及びてつなぎ本部のパソコンにて確認を出来る様になっています。

令和3年3月現在、ショートステイ事業の再開の目途はたっていない状況です。

また、長期休暇における帰省や大都市への外出も極力控えていただくようにしています。

ショートステイ事業に関しては、昨年度は一時的に再開はしたのですが、再び感染者が増えてきたため

令和２年１２月より停止としています。　

ほんわかホームの共有スペースであるリビングに見守りカメラを設置しました。

4,問題点と今後の課題

昨年度より施設長会議等にて話し合いを重ねていました。

令和4年2月より女性職員１名が入職されています。

＊てつなぎ荘の宿直体制の廃止について



令和 3 年度  

就労継続支援 B 型事業所 ぬくもり弁当 事業報告（案） 

 
 

はじめに 

  令和 3 年度を振り返ると、前年度に引き続き、新型コロナウィルスの感染防止対策を優

先的に行いながらの事業活動であった。国が発出する「緊急事態宣言」と「まん延防止等

重点措置」が繰り返し行われたことについては、コロナ 2 年目、そしてワクチンの接種と

いうこともあり、利用者と職員に、幾分かの“慣れと安心”も生じていた一方で、「いつま

で・・」という先の見えないことへの“虚しさと諦め”も同時に感じていたように思った。 
  出口が見えない、このコロナウィルスとの戦いに、多少の不安やストレスを抱えながら

も、利用者と職員が一丸となり、頑張り耐えてきた 1 年であった。 
 
 
１.基本理念 
  利用者の主体性や意思決定を最大限に尊重し、利用者が抱く“思い”や“望み”が叶え

られ、“ここに通って良かった”、“ここにいて楽しい、落ち着く”という満足感・充実感

が得られるような関わりや対応に努めた。併せて、その一人ひとりが“働く喜び”、“仲

間とのふれあい”、“就労の知識や技能”等が得られ、身につくような支援に努めた。 
   
 
２.基本方針 
  １)利用者個々の性格、障がい特性を十分に理解し、個別支援計画に沿った適切なサービ

スを提供します。 
  ２)利用者一人ひとりの人権を尊重し、自立した日常生活、並びに社会生活を営むことが

できるよう、就労の場、就労の機会を提供します。 
  ３)地域や家庭との結びつきを重視し、市町村、他の障がい福祉サービス事業者、その他

保険医療サービス、または福祉サービスを提供する機関等との密接な連携に努めます。 
４)利用者の安心・安全を第一に考え、不安のない適切な支援に努めます。 
５)地域に根差した“風通しの良い”事業所づくりに努めます。 
６)各種法令の遵守と健全経営に努めます。 
 

  ◎上記の基本方針について、「共に生きる」という法人の理念を全職員が周知・理解し、

利用者一人ひとりの障がい特性を把握しながら支援にあたるよう努めた。 
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３.事業内容  
 1）弁当製造販売（町内・南弟子屈・磯分内・標茶他） 
  ◎販売実績は、下記の通り。前年度より約 17%ダウン(1 日当たり 6.6 個減)。 

 

 ※令和 3 年度 実績                             （食） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

個数 725 555 762 699 699 674 627 596 695 481 501 675 7,689  
（参考） 令和 2 年度 実績 9,266 

 
  2）委託業務事業（川湯の森病院 清掃作業） 
   ◎週 5 日（土日を除く）、利用者・職員 3 名～4 名で実施。特に大きな問題等はなく、

順調に実施することができた。 

 

  3）レクリエーション活動の実施 
   ◎日常の作業活動から離れ、リフレッシュと利用者・職員間の交流を目的に実施した。 

コロナ禍での屋内活動が中心になったが、利用者の笑顔がたくさん見られ、楽しい

ひと時を過ごすことができた。 

  ①  7/17（土）10:00～12:00 ゲーム（ぬくもりすごろく夏!、名前ビンゴ）、軽食（お好み焼） 

  ②  9/11（土）10:00～12:00 ゲーム（大ババ抜き大会）、軽食（ロールケーキ） 

  ③ 11/13（土）10:00～12:00 ゲーム（サイコロダービー、あみだババァ、ジジ抜き）、軽食

（巻寿司） 

  ④  1/15（土）10:00～12:00 新年会（ぬくもりすごろく、ジジ抜き、福笑い）、軽食（いち

ごパンケーキ、みかん） 

 

  4）利用者支援に関する業務全般（更新手続き・個別支援計画の作成他） 
   ◎利用者に対して、不利益が生じないよう遅滞なく支援することができた。 

 
  5）年２回の避難防災訓練の実施 

◎下記の通り、実施済み。特に問題等はなかった。 
実施日 訓練時間 訓練内容 参加人数 避難完了時間 その他 

令和 3 年 

6 月 28 日 

13:26～13:40 避難、通報、消

火 

9 名 

（利用者 5、職員 4） 

1 分 39 秒 消防署職員 

立ち合い有り 

令和 3 年 

10月19日 

13:30～13:40 避難、通報 7 名 

（利用者 4、職員 3） 
1 分 28 秒 消防署職員 

立ち合い無し 

 
  6）消防設備点検の実施 
  ◎令和 4 年 1 月 19 日、㈱大栄電業により実施済み。指摘事項なし。 

尚、弟子屈消防署による立入検査は、令和 3 年 8 月 5 日に実施済み。違反指摘事項な

し。 
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４.営業日及び営業時間 
  ◎営業日は、原則、月曜日から金曜日（但し、祝祭日・お盆・年末年始は除く）と 

して実施。※1/12、2/21、2/22、3/7 は、悪天候のため休所日とした。 
  ◎開所時間、及び営業時間は、午前８時００分から午後４時４５分で実施。 
 

※令和 3年度 開所日数 実績                        （日） 
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

日数 21 18 22 21 21 21 21 21 21 17 17 21 242  
（参考） 令和 2 年度 実績 242 日 

 
 
５.利用定員 
  ２０名 

※令和 3年度 利用者実人数 実績                      （人） 
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

人数 10 10 10 9 9 9 9 9 9 8 9 9 11  
（参考） 令和 2 年度 実績 15 人 

 

※令和 3年度 利用者延べ人数 実績                     （人） 
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

人数 176 139 169 169 150 153 156 152 143 130 124 155 1,816  
（参考） 令和 2 年度 実績 2,237 人 

 
 

６.従業者の人数（令和 4 年 3 月 31 日現在） 
 ◎・管理者 １名 ・サービス管理責任者 １名 ・生活支援員 1 名 ・職業支援員 １名 

・調理員 2 名（兼務）                    合計 4 名   
（参考） 令和 2 年度 実績  ５名 

 
 

７.年間売上実績 ※（）内は、目標値 
 ◎弁当製造販売     4,726,380 円（ 6,000,000 円） 
 ◎委託業務事業     2,400,000 円（ 2,400,000 円） 
 ◎目標総計       7,126,380 円（ 8,400,000 円） 
 ※弁当製造販売について、コロナ禍、そして工事現場の終了等に伴い、固定客層の減が生

じる。毎月、営業等の努力をするものの、結果として前年度売上げより約 26％ダウン。 
委託業務事業（川湯の森病院の清掃）については、予定通りの実績を上げた。 
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８.支援内容 
  （１）心配事や悩み等を話しやすい・聞きやすい環境の整備。 
   ◎利用者の表情、態度、言動等から少しの変化に気づき、速やかな声掛けや可能な限 

りの傾聴、話しやすい雰囲気づくりに努めた。 
 
  （２）作業への意欲を高める支援を行う。 
   ◎作業を協業することで達成感を共有し、予定を示すことで先の内容（目標）が見え

るよう努めた。 
 
  （３）みんなが協力しながら作業に取り組めるような雰囲気・環境の整備。 
   ◎一人ひとりの主体性を尊重しながら、協業の中で安心して取り組める雰囲気づくり、

安全な環境づくりに努めた。 
 
  （４）一人ひとりの障害特性、疾病を理解した上で尊重する。 
   ◎障がいや疾病からその特性を理解し、得意な部分は伸ばし、苦手なところは工夫し

ながらできるよう“弱みを強みに代える”支援に努めた。 
 
  （５）互いに協力し合えるように支援する。 
   ◎利用者同士、一緒に行うことやペアを組み行なうことで、連帯意識や協力すること

の大切さを感じられるよう努めた。 
 
 
９.個別支援計画 
  ①アセスメント(課題整理) 
  ◎利用者の思い(目標)を確認し、本人が抱えている課題を整理しながら、潜在的な能力、

働く力を最大限に引き出すことのできる支援を行った 
。 
  ②モニタリング(評価) 
  ◎利用者の“思い”を実現するために個別支援計画が「計画通り実施はされているか、

支援内容は適切なのか、問題はないのか。」等を本人、職員、関係者等で確認を行った。 
 
 
10.避難防災訓練の実施 
  ◎前述の通り、年 2 回の訓練を実施した。訓練により利用者・職員が防災に対する意識

と対応する能力を養うことができた。 
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11.相談・苦情・虐待の窓口 
  ◎利用者が適切なサービスが受けられるよう、利用者のみならず、ご家族等を含めた関

係者から相談・苦情・虐待について、迅速かつ適切に対応した。特に、利用者との日々

のコミュニケーションを大切にし、“気軽に話せる雰囲気づくり”に努めた。結果とし

て、利用者と職員の距離が縮まり、お互いに笑顔で話しする場面が多く見られるよう

になった。また、虐待については、職員の内部研修等を通じて意識の啓発に努めた。 
 
 
12.利用者満足度調査（CS） 

◎今年度は、4 回のレクリエーション活動の終了後にアンケート調査を実施し満足度をチ

ェックした。その結果、利用者の満足の可否や利用者の考えや求めていること等が分

かり、次回以降のレクリエーション活動の改善に繋がった。 
 
 
13.職員研修 
  ◎下記の通り、職員の資質の向上、スキルアップを目的に事業所全体で取り組んだ。 
  ＜事業所内研修＞ 
  ①「緊急事態宣言」について考える（5/31） 
  ② 虐待防止チェックリストについて（9/30） 
  ③ 成年後見制度について（11/30） 
  ④ 防災計画について（12/23） 
  ⑤ オミクロン株の特徴を踏まえた感染防止対策について（2/15） 

 
 

14.コンプライアンス(法令遵守) 
  ◎事業所において、利用者が安全で安心した時間を過ごすことができるよう、関係法令

等を順守して福祉サービスの提供に努めた。 
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